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【部門区分】第３部門第２区分
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   Ａ０１Ｎ  25/10     (2006.01)
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【ＦＩ】
   Ａ０１Ｎ  25/18    １０２　
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   Ａ０１Ｍ   1/20    　　　Ｋ
   Ａ０１Ｍ   1/20    　　　Ｈ
   Ａ０１Ｍ   1/20    　　　Ｒ
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   Ａ０１Ｎ  53/00    ５０６Ｚ
   Ａ０１Ｎ  53/00    ５０２Ｃ
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   Ａ０１Ｎ  25/10    　　　　
   Ａ０１Ｎ  25/34    　　　Ａ
   Ａ０１Ｎ  25/18    １０３Ａ
   Ａ０１Ｐ   7/04    　　　　
   Ａ６１Ｌ   9/03    　　　　
   Ｂ６５Ｄ  83/00    　　　Ｆ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成24年6月19日(2012.6.19)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５４】
　小さな孔と高い屈曲性（捻り及び曲げ）を有する液体‐電気揮発性物質送給装置に使用
されている標準的な芯と対照的に、本発明によるペグ７０、ペグ８０、マット５０、マッ
ト６０、マット１４４、本発明の基体から成る芯、多孔性プラグ１４４ａは、より低い屈
曲性とより大きな孔を有しながら、適量の流量を維持することができる。ペグ７０、ペグ
８０、マット５０、マット６０、マット１４４、本発明の基体から成る芯、多孔性プラグ
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１４４ａの構造は、流体の接触角度を縮小するために重合体結合剤を採用している。接触
角度をさらに縮小し、ペグ７０、ペグ８０、マット５０、マット６０、マット１４４、本
発明の基体から成る芯、多孔性プラグ１４４ａにおける若干の欠陥及び断続箇所を、接触
角度をより大きくしてしまう液体から遮断するために、重合体結合剤に加え、ジメチルシ
リコーンなどの重合体表面コーティングを、ペグ７０、ペグ８０、マット５０、マット６
０、マット１４４、本発明の基体から成る芯、多孔性プラグ１４４ａの表面上に付与して
もよい。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】特許請求の範囲
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基体から揮発性材料を送給する揮発性物質送給装置に使用する基体であって、
　架橋性ポリマー材料およびその混合物から選択されたバインダーを含むコーティングを
有する粒状粒子であって、該コーティングが接触点で溶融し合うことにより前記粒状粒子
は互いに接着されて孔と通路の網状組織を有する本体を形成しており、該本体の内部表面
は送給する揮発性材料に対して非反応的及び非吸収的である粒状粒子と、
　前記孔内に配置された揮発性材料であって、前記送給装置により、害虫を駆除する送給
速度で初めに送給可能な害虫駆除アクティブ成分を含む揮発性材料と、を含み、
　前記揮発性物質送給装置を作動させると前記孔から前記揮発性材料が放出され、これに
より前記揮発性材料が送給され、
　前記害虫駆除アクティブ成分が、天然ピレトリン、ジョチュウギク抽出液、合成ピレト
ロイド、及びこれらの混合物からなる群から選択され、
　形成された前記本体の表面上にジメチルシリコーンが付与されている前記基体。
【請求項２】
　前記揮発性材料が、本体への適用時に本質的に溶剤を含有していない、請求項１に記載
の基体。
【請求項３】
　前記粒子が砂を含む、請求項１又は請求項２に記載の基体。
【請求項４】
　前記基体が、ヘッドと円筒形本体とからなり、前記円筒形本体が、前記揮発性物質送給
装置の頂部に設けられた穴内に挿入できる幅を有し、前記ヘッドが前記穴内に滑り落ちな
い幅を有している、請求項１～請求項３のいずれか1項に記載の基体。
【請求項５】
　前記揮発性材料が、前記円筒形本体の中心または下方部分のみに供給される、請求項１
～請求項４のいずれか1項に記載の基体。
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